
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

守
山
市
議
会
文
教
福
祉
常

任
委
員
会
は
２４
日
、
完
成
目

前
の
守
山
小
学
校
新
校
舎
を

一
足
早
く
見
学
し
ま
し
た
。

小
牧
一
美
議
員
も
参
加
し
ま

し
た
。 

太
陽
光
パ
ネ
ル
で
自
家
発

電
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
開

放
感
い
っ
ぱ
い
の
新
校
舎

は
、
多
目
的
に
使
え
る
広
い

廊
下
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ト

イ
レ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

が
こ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。 

元
気
に
学
習
に
取
り
組
む

で
あ
ろ
う
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

運
動
場
の
供
用
開
始
は
来

年
４
月
と
な
り
、「
運
動
場
が

以
前
よ
り
狭
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
」
と
心
配
さ
れ
る
声

や
、
児
童
の
荷
物
置
き
場
が

や
や
手
狭
な
こ
と
、
職
員
室

が
１
階
に
あ
り
子
ど
も
の
日

常
生
活
空
間
と
離
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
少
し
課
題
も
あ

り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
無
事

に
新
校
舎
が
完
成
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

運
動
場
が
全
く
使
え
な
い

２
年
間
を
辛
抱
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
運
動

場
の
使
用
開
始
も
待
ち
望
ま

れ
ま
す
。 

            
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の

は
、
給
食
調
理
室
（
写
真
右
）

で
す
。
１
２
０
０
食
の
給
食
を

調
理
で
き
る
施
設
で
、
調
理
員

さ
ん
な
ど
の
意
見
が
反
映
さ

れ
、
食
材
の
搬
入
か
ら
仕
分

け
、
洗
浄
、
調
理
な
ど
衛
生
管

理
と
作
業
の
工
程
が
十
分
に

配
慮
さ
れ
た
、
大
変
先
進
的
な

学
校
給
食
施
設
と
な
っ
て
お

り
、
地
震
な
ど
緊
急
災
害
時
、

住
民
へ
の
炊
き
出
し
に
も
大

い
に
貢
献
出
来
る
こ
と
で
し

ょ
う
。 

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

整
備
に
税
金
を
投
入
す
る
の

は
、
大
事
な
こ
と
で
す
。
国
の

積
極
的
な
財
政
支
援
を
も
っ

と
も
っ
と
充
実
さ
せ
て
、
こ
の

よ
う
な
教
育
環
境
を
、
他
の
小

学
校
、
中
学
校
に
も
広
げ
て
い

け
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。 

（
小
牧
一
美
） 

 
 守山市議会６月定例会は、計 11 件の議案を審議し、29 日閉会しまし

た。日本共産党の小牧一美議員は、国保税の課税限度額を引き上げる条

例改正案については反対、他の議案には賛成しました。また市内事業所

のみなさんから出されていた「住宅リフォーム助成制度の復活を求める

請願」は、賛同を得られず不採択となりました。 

　○賛成　　●反対 共産 党 公明 無

国民健康保険税の課税限度額を引き上げる条例 ● ○ ○

平成２３年度一般会計補正予算 ○ ○ ○

歴史文化まちづくり館設置条例案 ○ ○ ○

東日本大震災被災者負担軽減のための税改正 ○ ○ ○

守山北中学校体育館大規模改修工事の契約議決 ○ ○ ○

住宅リフォーム助成制度の復活を求める請願 ○ ● ●
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政和会 一新会
ネットワーク

未来（民主）

○ ○

 議会最終日に開かれた全員協議会で、「代表

質問権」を認める会派要件について、無記名投

票が行われました。「３人以上」が１５票、「２

人以上」が５票で、「２人以下の会派」は代表

質問ができなくなりました。 

協議会では、充分な議論もなく、無記名投票

で決められたことは、大変残念です。これまで、

少数でも公党の議員には、１人でも代表質問を

認めてきた守山市議会の崇高な理念が否定さ

れたことになります。少数意見も尊重し、広く

議論すべきである言論の府としての守山市議

会のあり方が問われていると言えます。 

〈
問
〉
す
べ
て
の
原
発
を
総
点
検
し
、
安
全
対

策
を
直
ち
に
講
じ
る
こ
と
、
原
発
依
存
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
を
国

に
働
き
か
け
る
べ
き
。
原
発
を
想
定
し
た
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
る
べ
き
。 

〈
市
長
〉
原
発
総
点
検
と
事
故
防
止
を
あ
ら
ゆ

る
機
会
に
国
に
働
き
か
け
る
。
各
地
域
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
を
自
立
さ
せ
る
事
が
重
要
。
県
と

整
合
を
図
り
な
が
ら
、
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
う
。 

〈
問
〉
入
学
児
童
が
急
増
し
て
い
る
野
洲
養
護

学
校
。
養
護
学
校
の
新
設
と
学
区
再
編
が
必

要
。
現
在
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
看
護
師
の
乗
車

も
検
討
す
る
べ
き
。 

〈
教
育
部
長
〉
県
に
働
き
か
け
、
動
向
を
注
視

し
た
い
。 

〈
問
〉
玉
津
に
４
月
開
所
予
定
の
重
症
心
身
障

害
者
通
所
施
設
。
送
迎
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

活
用
、
ま
た
、
今
後
の
施
設
整
備
な
ど
前
向
き

に
検
討
す
る
べ
き
。
重
度
の
障
害
者
へ
の
入
浴

な
ど
日
常
の
支
援
を
充
実
す
べ
き
。 

〈
健
康
福
祉
部
理
事
〉
新
施
設
の
送
迎
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
。
今
後
の
施
設
整
備
は
必
要
な

ら
ば
湖
南
圏
域
の
中
で
検
討
す
る
。
障
害
者
に

と
っ
て
サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分
な
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
保
護
者
の
声
を
聴
き
な
が
ら
支
援

の
充
実
の
検
討
を
進
め
た
い
。 

〈
問
〉
中
学
校
に
お
け
る
食
育
を
ど
う
進
め
る

の
か
。
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

は
ど
の
よ
う
な
調
査
研
究
を
し
て
い
る
の
か
。

〈
教
育
長
〉
中
学
校
で
は
家
庭
科
や
総
合
学
習

で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
朝
食
簡
単
レ
シ
ピ
な
ど

の
学
習
を
し
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
の
検

討
、
調
査
を
し
て
い
る
。 

〈
問
〉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
名
称
に
ふ
さ
わ

し
く
、
い
ろ
ん
な
音
楽
団
体
・
「
音
を
出
す
」

サ
ー
ク
ル
も
気
が
ね
な
く
利
用
で
き
る
よ
う

「
防
音
設
備
」
な
ど
を
改
善
・
充
実
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

〈
教
育
部
長
〉
今
あ
る
施
設
で
利
用
者
自
身

が
、
練
習
場
所
を
確
保
し
た
り
、
消
音
対
策
を

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。 
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 守山小学校の新校舎が完成間近です。ひと足早く２４日、議員に公開されました。 
 


